
第 56回全日本大学男子ソフトボール選手権大会 

会場：富山県富山市岩瀬スポーツ公園 

会期：2021/9/11～9/13 

 

第 2日 

第 2試合 A会場 12:31～ 

熊本学園大学   0101    2 

環太平洋大学   354×   12(4回コールド) 

環：景山(3回) 安藝(2/3回) 岡崎(1/3回) ― 岩松(3回)與儀(1回) 

熊：山田 ― 平岡 

 

本塁打：中島、轉法輪、井上(裕)(以上環)、福田(熊) 

三塁打：山田（熊） 

二塁打：井上(裕)（環） 

 

戦評 試合経過 

初回、2番谷口(美)3番井上(裕)の連打で 1死 1.2塁。ここで 4番中島が 3-0からセ

ンターバックスクリーンへスリーランホームランで 3点を先制。2回は 1死から 8番平

盛が粘って四球を選び 9番井上(翔)が技ありの内野安打。 

内野ゴロでランナーが入れ替わり 2番谷口(美)のライトライナーを落球して平盛が生

還。3番井上(裕)が 2-2からの 6球目をセンター前にタイムリーヒット。続く 4番中島

が 1-0からセンター前にタイムリーヒットで 7点目。3回にはこの回先頭の 7番島尻

がライト前ヒットで出塁し続く 8番平盛が四球を選び 1.2塁。9番井上(翔)の進塁打

で 1死 2.3塁から 1番轉法輪が 1-2からの 4球目をレフトスタンドへ高々とスリーラ

ンホームランを放ち 11-1 と大量リード。2死後、3番井上(裕)がファールで粘った 7

球目をセンターバックスクリーンへソロホームランで 12点目。守っては先発景山が 2

回に熊本学園大学福田選手にソロホームランを許し、安藝、岡崎と継投して 4回にエ

ラー絡みで 1点を失ったものの大量点に守られ 12-2(4回コールド)で勝利した。 

準々決勝の相手は中京大学となった。 

 

 

 

 

 

 

 



第 56回全日本大学男子ソフトボール選手権大会 

会場:富山県富山市岩瀬スポーツ公園 

会期:2021/9/11～9/13 

 

第 2日 

第 3試合 A会場 14:34～ 

環太平洋大学    0 2 1 4 1       8 

中京大学           0 3 6 1 5×    15(5回コールド) 

環：井上(裕)(2回)景山(1回) 萩原(1回 1/3)安藝(0/3回) ― 岩松 

中：湯浅（2回）守屋（1回 1/3）湯浅（1回 2/3）― 産屋敷 

 

本塁打：中島、谷口(将)(以上環)、出嶋(中) 

三塁打：佐々木②(中) 

二塁打：谷口(美)②(環)、越智(中) 

 

戦評 試合経過 

迎えた準決勝は中京大学と対戦。IPUは 2回 1死から 5番谷口(美)がレフトオーバ

ーのツーベースヒットで出塁、続く 6番谷口(将)が初球をレフト前に弾き返して 1点を

先制。7番島尻も初球をセンター前に弾き返して 1死 1.2塁。8番平盛は冷静に四

球を選び満塁とチャンスを広げ 9番キャプテンの中村がセンターへ犠牲フライを打ち

上げて谷口(将)がホームを踏んで 2-0。 

2回裏、先発の井上(裕)は中京大学この回先頭の 5番藤岡を内野失策で出塁を許し

二者を内野ゴロで打ち取ったものの 2死 3塁から 8番越智を 1-2 と追い込みながら

も右中間へタイムリーツーベースを打たれ 1失点。続く 9番出嶋に 1-0から甘く入っ

たドロップをレフトスタンドへツーランホームランを打たれて 2-3 と逆転を許した。 

1点を追いかける IPUは、3回表に 2番井上(翔)がセーフティバントで出塁し内野ゴ

ロの間に進塁して 2死 3塁から 5番谷口(美)が 2打席連続となるレフトオーバーの

タイムリーツーベースを放ち 3-3の同点に追い付いた。IPUは 3回から景山にスイッ

チ。しかし、2本のヒットの内野ゴロ、四球で 1死満塁のピンチを迎え 8番越智には

2-1からライト前にタイムリーヒットを許し 3-4。続く 9番出嶋を 1-1から内野ゴロに打

ち取ったもののホームへ悪送球をしてしまい 3-5。1番には 1-1からセンター前にタイ

ムリーを打たれ 3-6。2番には 1-1からセンターへ犠牲フライを打たれて 3-7。続く 3

番佐々木には 0-2 と追い込んでいたもののライト線に大飛球、ライト平盛も懸命のダ

イビングキャッチを試みたものの捕球できずに走者一掃のスリーベースとなってしま

い 3-9 とこの回まさかの 6失点で大きくリードを許す苦しい展開となった。 



3回表、6点を追いかける IPUの攻撃は、7番島尻、8番平盛と連続死球で出塁し無

死 1.2塁、9番中村がセンター前ヒットで無死満塁と追いつくチャンス。1番は三振を

取られ 1死満塁で 2番井上(翔)に代打の中島。2-2 と粘った 5球目をセンターバック

スクリーンへグランドスラムとなる満塁ホームランで 4点を返して 7-9 と 2点差。しか

し 3回裏、代わった 3人目の萩原が 2本のヒットと内野ゴロで 1死 1.2塁、中京大

学は 8番代打の藤原をショートゴロに打ち取ったものの名手中村が痛恨のトンネル

で 2塁走者が帰り 7-10 と再びリードを広げられる。4回表 3点を追いかける IPUの

攻撃は、6番谷口(将)から。谷口(将)は 2-2から豪快にセンターバックスクリーンへソ

ロホームランを放ち 8-10 と詰め寄る。しかし、その裏、1死からライト線にスリーベー

スヒットを許し続く 4番に三遊間を破られ 8-11。その後も連続ヒットで 1死満塁のピン

チ。続く 7番舟橋には 1-2 と追い込みながら痛恨の押し出し死球で 8-12。続く 8番

藤原には、0-1から三遊間を破られ 8-13。ここで 4人目の安藝にスイッチした、しかし

安藝は 9番出嶋にストレートの押し出し四球で 14点目。1死満塁から 1番中谷には

打ち取った打球ではあるが一塁前にサヨナラとなる内野安打を打たれて、5回 7点

差のコールドゲームとなりゲームセット。 

打線は 5回 10安打で 8点を奪い IPU らしさを発揮したが、自慢の投手陣が打ち込

まれて終始リズムに乗ることが出来ず、流れを変えることが出来なかった。 

この大会で 4年生は大学生で参加できる大会は終了となりました。4年間お疲れ様

でした。今後は新しい体制で新チームのスタートとなります。今大会で経験したこと、

出来たこと、出来なかったことをもう一度胸に刻み来ることの出来なかった部員と情

報を共有して精進していきます、 

メンバーは 11月に延期となった全日本総合選手権に向けて練習をしていきます。 

新チームのメンバーは 11月の秋季大会新人戦に向けて準備します。 

合わせて次年度に向けて体つくりや技術面の競技力練習していきます。 


